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研究要旨：診断から治療まで一冊に網羅したクローン病肛門部病変の解説書として、2011 年 10 月に刊

行した「クローン病肛門部病変のすべて」は、肉眼所見、画像所見を多く掲載し解説を加えて肛門部の

診療になじみのない内科医にも活用できる内容となっている。刊行から 5年以上経過して、診断的、治

療的な研究の進歩により追加すべき新しい事項も増えており、また肛門部癌の増加は早期診断の必要性

に迫られている。今回、これらの事項を加えて、さらに実臨床的なものになるよう改訂を計画した。 
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A. 研究目的 

クローン病において肛門部は罹患頻度の高い

部位で、病変は難治性、易再発性で若年で発症す

るクローン病の長期経過を左右する重要な因子

の一つであるばかりでなく、初期症状として早期

診断を導く手掛かりになることもよく知られて

いる。「クローン病肛門部病変のすべて」は 2011

年 10 月に外科系プロジェクト研究の成果として

刊行し、肛門部の診療になじみのうすい内科医に

も利用されていると考えているが、5年を経過し

て、診断、治療ならびに癌サーベイランスなどの

研究がすすみ、追加すべき事項が増えており、今

回、内容の修正に新たな事項を加えて、診断から

治療までを一冊に網羅したさらに実践的な参考

書の作成を目指している。 

 

B. 研究方法 

現行の「クローン病肛門部病変のすべて」には、

64 枚の肉眼所見を含めて診断・治療に関する事項

を掲載しており、まず内容を吟味して修正を行う。

さらに、診断的および治療的な最新の事項の追加

および肛門部癌に対するサーベイランス法も加

え外科系プロジェクト研究として作業を進める

予定である。 

 

C. 研究結果(改訂の内容) 

診断的事項としては、現行掲載している写真

(肉眼所見)は典型例が中心であり、さらに症状の

ない病変、診断の契機となった病変などを含めて

変更を行う。Anal fistula に対する呼称を通常の

痔瘻と区別するために肛門部瘻孔に変える。肛門

部瘻孔の分類として AGA の分類、重症度分類とし
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ては PDAI を追記し、麻酔下検索(EUA)の実際の解

説を加える。 

治療的事項としては、治療目標を明記して、と

くに瘻孔・膿瘍に対する薬物治療の選択、外科治

療としては瘻孔切除例(Lay open法)の適応とリス

ク、Seton 法に関しては実際の手技と管理を呈示

する。人工肛門についても適応、手術、残存した

直腸肛門部、ストーマ部の管理を解説する。肛門

部癌については、早期癌の症例を加えて、サーベ

イランスの実際を掲載する。 

 

D. 考察 

 現行の「クローン病肛門部病変のすべて」に不

足した事項ならびに新しい知見を加えることに

より、診断的、治療的に実臨床で、とくに肛門部

の診療に不慣れな内科医にも分かりやすいクロ

ーン病肛門部病変の解説書になると思われる。ま

た、顕著に増加している肛門部癌はクローン病患

者の生命予後を左右する重要な因子であり、サー

ベイランスの解説は早期診断へつながるものと

考える。 

 

E. 結論 

クローン病において、長期的な QOL の維持に肛

門部病変の管理は不可欠であり、一冊の解説書が

あれば診療科を問わず、より適切な対応につなが

り、ひいてはクローン病患者の生産性の向上を導

くものと考える。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

 なし 

 

２.学会発表 

 なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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